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南北朝期における「地持学」兼学の伝統とその要因
について









The Tradition of Give Consideration 
to the “Bodhisattvabhūmi-sūtra Study” and its Main Reasons 




The Northern and Southern Dynasties / Bodhisattvabhūmi-sūtra / Bodhisattv-
abhūmi-sūtra scholar / Bodhisattvabhūmi-sūtra study
Summary 
“Bodhisattvabhūmi-sūtra” discussed on various ideas about the Bodhisattva. 
Since its  translation by Indian monk Dharmakşema in Northern Liang Dynasty, 
many Buddhist scholars have learned, preached and quoted from it. From the records 
of the literature, there should have been a “Bodhisattvabhūmi-sūtra School” in the 
period of the Northern and Southern Dynasties. However, while later scholars 
often discussed the schools based on other scriptures, but they did not mention 
“the study of Bodhisattvabhūmi-sūtra”. This paper analyzes the causes of this sit-
uation, which is related to the content of the “Bodhisattvabhūmi-sūtra”and the 




































































































































































































































































時代 『地持』を学んだ僧侶 『地持』の研究状況 出典










































































































































































































































































































1 ）『地持』は経録に 8 巻または 10 巻と記される。『出三蔵記集』第 2 巻（大正 55、
11 中）で僧祐は 8 巻としている。『歴代三宝紀』第 9 巻（大正 49、84 上）で費長
房は 10 巻としている。また『歴代三宝紀』巻 13 に「『菩薩地持経』十巻、……」
（109 下）、「『菩薩地持論』八巻、……経論同本別訳異名」（114 下）とある。現在
は北涼の曇無讖訳『菩薩地持経』10 巻（大正 30、888 上～ 959 中）が存する。高
麗僧義天は『新編諸宗教蔵総録』第 2 巻（大正 55、1173 中）の中で慧遠撰『地持






2 ） 注釈として明の智旭『菩薩戒羯磨文釈』（『卍続蔵経』第 39 巻）がある。
3 ）『駒澤大学佛教学部論集』46（2015 年）、294［107］～ 279［123］頁。
4 ）『仏教学研究』72（2016 年）、93～112 頁。
5 ）『印度学仏教学研究』65‒1（2016 年）、185～189 頁。















17） Nalinaksha Dutt,Bodhisattvabhūmi,Being the XV th Section of Asaṅga's 
Yogācārabhūmi,patna, 1966 前掲の平川彰『印度仏教史』373 頁、注 1 とダン・
ラストハウス（Dan Lusthaus）著、魏徳東訳「二十世紀西方唯識学研究回顧」
（『中国哲学史』第四期、2002 年）27 頁、注 37 を参照。
18） 後周の義楚集『釈氏六帖』第 10 巻（『大蔵経補編』第 13 冊、216 頁上）に「弟
子道則、習祖風範矣」という記載がある。「道則」の則は「道刪」の刪の訛字であ
ろう。
19） 玄奘訳、（窺）基注解『大乗百法明門論解』（大正 44、46 下）によると、基法師
は我法倶有宗、法有我無宗、法無去来宗、現通假実宗、俗妄真実宗、諸法但名宗、
勝義倶空宗、応理圓実宗に分類している。
















鈔』上。『大正蔵補編』第 32 冊、18 頁上、97 頁、98 頁上）凝然によると十三宗
とは「毘曇宗、成実宗、律宗、三論宗、涅槃宗、地論宗、浄土宗、禅宗、摂論宗、
天台宗、華厳宗、法相宗、真言宗」である。（凝然述『三国仏法伝通縁起』巻上。
『大正蔵補編』第 32 冊、645 頁上を参照）良山集『初学題額集』（『大正蔵補編』
第 32 冊、595 頁上～638 頁下）の中では「浄土、華厳、法華、三論、法相、地論、
摂論、真言、成実、倶舎、律、禅」などの諸宗を挙げている。











26） 凝然述『三国仏法伝通縁起』巻上（『大正蔵補編』第 32 冊、645 頁上）
27） 灌頂纂『国清百録』巻 2（大正 46、807 下）
28） 吉蔵撰『百論疏』巻下（大正 42、302 中）。「今立此一品」の一品とは破空品を
指す。
29） 遁倫集撰『瑜伽論記』巻 8（大正 42、491 中）
30）『卍続蔵経』第 55 巻、735 頁上。
31） 湯氏 前掲書『隋唐仏教史稿』192 頁。
32）『地持』巻 1～8（大正 30、888 上～937 下）
33）『地持』巻 8（大正 30、937 下～938 中）
34）『地持』巻 8（大正 30、938 中～939 上）
35）『地持』巻 8（大正 30、939 上～中）
（54）
─ 187 ─
36）『地持』巻 9（大正 30、939 下～ 945 中）
37）『地持』巻 10（大正 30、953 上～中）
38）『地持』巻 10（大正 30、953 中～下）
39）『地持』巻 10（大正 30、954 上）
40）『地持』巻 10（大正 30、954 中～下）
41）『地持』巻 10（大正 30、955 上～ 958 下）
42）『地持』巻 4～5（大正 30、910 中～917 中）
43）『卍続蔵経』第 46 巻、839 中～下。
44） 神林氏著、許氏訳前掲書 307 頁。
45）『地持』巻 9（大正 30、941 下～ 945 上）
46） 湯用彤『漢魏両晋南北朝仏教史』（北京大学出版社、2011 年）484 頁に「『十地
経論』とは『華厳経』第六会中の十地品の釈論である」と記されている。
47）『地持』巻 4～5（大正 30、910 上～918 中）
48） 岡部・田中氏編、辛氏訳前掲書 345 頁。
49） 湯氏前掲書『漢魏両晋南北朝仏教史』220 頁。
50） 岡部・田中氏編、辛氏訳前掲書 346 頁。
51） 湯氏前掲書『漢魏両晋南北朝仏教史』460 頁に「魏の中葉から隋初の間の涅槃
学者として曇准、曇無最、慧光、圓通、道憑、道慎、宝篆、霊訽、僧妙、道安、
法上、曇延、慧蔵、霊裕、慧海、融智、慧遠、靖嵩らが挙げられる」と記されて
いる。彼ら以外にも多くの涅槃学者がおり、涅槃学は非常に流行していた。
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